
RC-A01 リモコン基本設定 

説明書は電動パーフェクトシアーシェードの設定ガイダンスとなります。 
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注意事項 

※1. 一回に一台ずつ停止位置の設定/解除操作を行ってください。  

※2. 同一グループで操作した場合、 

他のシェードの停止位置が影響を受ける恐れがあります。 

他のシェードの電源を切ってから停止位置の設定を行ってください。  

※3. 設定を解除した状態で操作した場合、 

正常な動きにはなりませんのでご注意ください。 

モーターが逆回転となるため、OPEN を押すと、シェードが降ります。 

CLOSE を押すと、シェードが上がり、ストップボタンを押さない限り 

上がりきってもずっと回転状態となり、故障の原因となります。 

※4. 設定モードで 20 秒間操作が無い場合も自動で終了します。 

 

 



1. 上限位置の設定/解除 (全閉状態で一番上まで上がる位置) 

 

 

 

2. お好み位置の設定/解除  

シェードの位置を任意で設定できる機能です。 

設定しない場合、ボトムレールが高さ半分の位置まで昇降になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. 

全閉状態でシェードをお

好みの高い位置に調整し

ます。 

リモコン背面 ボ

タンを 1 秒長押すと、グ

ループボタンが素早く点

滅し、リセットモードに

なります。 

設定を行いたいグループ

を選択します。選択され

た数字が点滅します。 

上限位置の設定： 

リモコン ボタンを

1 回押すと、設定完了し、

シェードが 1 回上下に作動

します。 

上限位置の解除： 

リモコン ボタンを 1

秒長押すと、解除完了し、

シェードが 2 回上下に作動

します。 

 
 

 

 

 

    

     

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. 

全閉状態でシェードをお

好みの高い位置に調整し

ます。 

リモコン背面の ボタ

ンを 3 秒長押しします。リ

モコンのグループボタン

が点滅し、設定モードに入

ります。 

設定を行いたいグループ

を選択します。選択された

数字が点滅します。 

設定： 

「✯」を最後 1 回押すと、

設定完了し、シェードが 1

回上下に作動します。 

解除： 

「✯」を最後 1 秒長押す

と、解除完了し、シェード

が 2 回上下に作動します。 

 
  

 

 

      

      



3. 採光下限位置の設定/解除 (全開状態で一番下まで下げ切った位置) 

 

4. 遮光下限位置の設定/解除 (全閉状態で一番下まで下げ切った位置) 

設定をしたい場合： 

 

解除をしたい場合： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. 

採光状態でシェードをお

好みの低い位置に調整し

ます。 

リモコン背面 ボ

タンを 1 秒長押すと、グ

ループボタンが素早く点

滅し、リセットモードに

なります。 

設定を行いたいグループ

を選択します。選択され

た数字が点滅します。 

採光下限位の設定： 

ボタンを 1 回押

すと、設定完了し、シェー

ドが 1 回上下に作動しま

す。 

採光下限位の解除： 

ボタンを 1 秒長押

すと、解除完了し、シェー

ドが 2 回上下に作動しま

す。 

 
 

 

 

 

       

      

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. ステップ 5. 

全閉状態でシェードをお

好みの低い位置に調整し

ます。 

リモコン背面の

ボタンを長押すと、グル

ープボタンが素早く点滅

し、リセットモードにな

ります。 

設定したいグループを選

択します。選択された数

字が点滅します。 

リモコンの ボタンを押

し、設定モードを終了しま

す。 

設定完了： 

シェードが 1 回上下に作動

します。 

 

   
 

 

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. 

リモコン背面 ボ

タンを長押すと、グルー

プボタンが素早く点滅

し、リセットモードにな

ります。 

解除したいグループを選

択します。選択された数

字が点滅します。 

リモコンの ボタンを 1

秒長押しします。 

解除完了： 

シェードが 2 回上下に作動

します。 

   
 



5. リモコンとシェードをペアリングする/ ペアリングを解除する  

※工場出荷時にご購入時指定のグループ登録、上下停止位置は設定済みです。 

※同じグループは同製品タイプのシェードを設定してください。  

※グループ設定を変更したい場合、下記の設定解除をまず行ってください。 

  下記の設定の手順に従い、改めて設定したいグループを選択してください。 

 

 

 

6. リモコン設定のコピー 

(コピー元リモコンの設定内容をコピー先に移します) 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. ペアリングの解除： 

解除の手順は設定の手順と

同じです。 

すでに設定されているグル

ープを選択し、手順通り操

作を行うと解除されます。 

解除すると、シェードが 2

回上下に作動します。 

シェードのスイッチを 3

回押します。シェードの

ランプがゆっくりと緑色

に点滅し､設定モードに

入ります。 

リモコン背面の電池カバ

ー内にある ボタンを

3 秒長押しします。リモ

コンのグループボタンが

点滅し、設定モードに入

ります。 

設定したいグループを選

択します。選択された数

字が点滅します。設定完

了すると、シェードが 1

回上下に作動します。 

ボタンを 3 秒長押し

し、設定モードを終了しま

す。点滅が終了し、設定モ

ード終了します。 

 

 

     

      
 

 

コピー先リモコン コピー元リモコン 

ステップ 1. 

ボタンを 1

秒長押し、グループ

ボタンが素早く点滅

します。 

 

ステップ 2. 

ボタンを 3

回押し、更に早く点

滅します。 

 

 

 

コピー完了すると、グル

ープボタンが 1 秒点灯

し、通常モードに自動で

戻ります。 

ステップ 1. 

ボタンを 3 秒長押

し、グループボタンがゆ

っくり点滅します。 

 

 

ステップ 2. 

ボタンを 3 回早押

し、グループボタンが

4 回点滅します。 

 

   

 

コピー完了すると、

ボタンを 3 秒長

押し、グループボタン

の点滅が終了し、設定

モードが終了します。 



7. リモコンをコピー設定前に戻す 

(設定コピーを行ったリモコンをコピー設定前に戻します) 

 

ステップ 1. ステップ 2. ステップ 3. ステップ 4. 

先の細いピンなどでリモ

コン背面にある

ボタンを 1 秒長押ししま

す。 

グループボタンが点滅し

ます。リセットモードに 

なります。 

ボタンを 6 回連続

して押します。グループボ

タンが 4 回素早く点滅しま

す。 

ボタンを 1 秒長押

し、リセットモードを終了

します。 

 
 

    


